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Granulite-grade gabbroic mylonites and crustal-scale decollement in a deep crust exposed
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日高変成帯北部では、下部地殻条件（グラニュライト相）で形成された斑れい岩マイロナイト帯が、デコルマ

面とそこから派生するランプに沿った形で分布する。マイロナイト化の程度はデコルマ面に（西方に）向かって強

くなり、斑れい岩は細粒化する。マイロナイト化が進むに従い、岩石構造・組織、ファブリック、鉱物の化学組成

もまた変化する。最も変形したマイロナイトでは、斜方輝石ポーフィロクラストの縦横比が１：４０にまで及ぶ。

マイロナイトの原岩は主として輝石斑れい岩であるが、帯の東側はカンラン石斑れい岩起源マイロナイトよりなる。

これらはいずれも日高変成帯のprograde 変成作用ピーク期に貫入した斑れい岩である。


